





















































は 11 歳くらい。 3 人は等間隔の年齢になります。
それに明治 9 年に生まれて来る純三郎を加えても
























































































































































































































































































































話は明治 7 年、後藤新平がまだ 16 歳の少年の
頃に遡ります。 Jlj 田兄弟の叔父菊池九郎は 28 歳、
東奥義塾塾長でした。ウォルフと言う英語の外人
教師がアメリカへ帰国することになり、奥州街道
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を東京まで見送りの旅を続けていたのです。水沢
辺りで薄汚れた服装で無銭に等しい旅の少年と
過ったのです。聞けば父親と喧嘩して家出同然の
道中らしい。福島に前に水沢で参事を務めた安場
保和と言う人物が今は福島県令（県知事）になっ
て居る。少年は水沢時代に安場の書生だったので、
その縁で須賀川の医学校入学を目指しているとの
こと。菊池九郎は、須賀川まで同道するように説
得して同宿させ、夜はウォルフに英会話を習わせ
たのでした。その少年が後藤新平だったのです。
後藤はその後、須賀川医学校を無事卒業して安
場の愛知県令転出に従って愛知県医学校（現在の
名古屋大学医学部）の医師になり、 24 歳で同校
長兼病院長を務めるようになったのです。自由民
権運動で板垣退助が岐阜で遊説中に暴漢に襲われ
た時、「板垣死すとも自由は死せずj と言ったの
は有名な話ですが、現場で傷の手当てをしたのが
後藤新平だったのです。後藤は医者としても優秀
でしたが、公衆衛生の知識と手腕は見事だったよ
うです。特に疫痢とコレラが大変流行った時代で
した。その手腕を台湾総督の児玉源太郎に買われ
て民政局長官として招聴され、それから政治家の
道へ入って行くわけです。後藤は台湾の民政局長
官の後、児玉の推薦で満鉄の初代総裁に就任しま
すが、この時山田純三郎を嘱託として満鉄の石炭
部門の担当者にするのです。これは孫文支援のた
めの手段だ．ったのです。台湾時代、恵州蜂起に支
援出来ずに、あたら山田良政を死地に追い立てる
結果になった、その賦罪を弟の純三郎を通じて償
おうとしたのではないかと思われます。人と人の
結びつきの強さ、そして不思議さが世の中にはま
だまだありそうです。
ちょっと時間オーバーになりましたが、これで
終わらせていただきます。
［司会］ どうもありがとうございました。では少
しだけ聞を入れまして、本学の前教授でありまし
た北嶋先生、ご当地出身です。一言。
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［北嶋］ ちょっと横から入りまして。陸掲南と良
政との関係について、いかに掲南が良政を心配し
ていたかということを一言だけお話させていただ
きます。陸濁南（中田賀）と山田家との関係、つ
まり山田家と中国家は向かい合わせだったという
ことは先ほどお話がありましたけれども、山田良
政が恵州の蜂起で行方不明になります。みんな彼
が死んだものと思い、確かにその時戦死している
わけです。良政は明治 33 年に戦死しております
が、掲南が 34 年に弘前市の友人笹森儀助宛に「良
政（浩蔵伴）はまずはこの世の人と存じ候由、報
知これあり。四川か西安に参り候かと申し候。お
序に浩蔵氏へ御伝声願い度く候J というふうに手
紙を書いています。つまり良政は、神田三崎町に
いた時から謁南のところへ行っていろいろ教えら
れ、あるいは影響を受けているわけで、先ほどお
話のあった戊成の政変で日本に亡命した梁啓超ら
と一緒に王照を亡命させますが、この王照の保護
を良政達は掲南に要請しています。掲南がこの人
を根岸のー屋に保護しています。このように掲南
は良政と非常に親しい関係を持ちながら彼に影響
を与えていました。つまり良政のアジア主義とい
うのは、陸掲南のアジア主義の影響があるのでは
ないかというふうに考えることができるというこ
とです。まあ掲南については先ほどおっしゃった
ように昨年当地でシンポジウムが聞かれておりま
すけれども、近衛焼麿が東亜同文会を設立した時
に幹事になっております。つまり東亜同文会と掲
南もまた深い関わりがあるということです。そし
て良政が東亜同文会の南京同文書院の教授として
1900年に行きます。弟の純三郎も学生として行く。
しかし義和国で同文書院は上海に移ります。良政
は恵、州蜂起のことを聞いてそれに参加して戦死し
てしまう。そういう状況がありました。
もう 1 人南京同文書院の教え子で櫛引武四郎と
いう人がいます。この人も掲南、良政と同じ東奥
義塾の出身で恵州の戦いに参加しておりますが、
その危険な重聞の中を無事逃れて上海に帰りま
す。しかし辛亥革命のあとの第二革命で再び職争
に参加して職死しております。こういったように
弘前出身の人が中国革命に影響を与えていた、協
力していたということが分かるということを一言
付け加えさせていただきます。
津軽が生んだ山田良政・純三郎兄弟をめぐって
【司会｝ ありがとうございました。北島先生は本
学で西洋史のご担当でありましたが、弘前ご出身
で弘前をこよなく愛されていて、今度の会でもず
いぶんいろいろ教えをいただきました。どうもあ
りがとうございました。
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